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出題の趣旨 

情報を正確に読み取ることができるかどうかをみる。 

情報を正確に読み取るためには、音声や語彙、表現、文法や言語の働きなどを理解するととも

に、これらの知識を、読むことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に

付けておくことが重要である。本問は、短い文章の中で、語彙や文法事項、言語の働きなどの知

識を活用し、情報を正確に読み取ることができるかどうかを把握することをねらいとしている。 

 

設問（１）は、ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表しているグラフを選

択する問題である。ある市における海外からの観光客と海外に行く観光客の人数の推移を描写

する英文から、情報を正確に読み取ることができるかどうかを把握するために出題した。 

 

設問（２）は、事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表している英文を選択する問題であ

る。事実と考えを区別して読むことは、情報を正確に読み取るための重要な技能の一つである。

「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言語の働きを理解し、事実と考えを区

別して読むことができるかどうかを把握するために出題した。 

 

 設問（１） 
趣旨 

情報を正確に読み取ることができるかどうかをみる。 

 

 ■学習指導要領における領域・内容 

読むこと 

内容（1）英語の特徴やきまりに関する事項 

   イ 符号 

   ウ 語、連語及び慣用表現 

   エ 文、文構造及び文法事項 

 
１．解答類型と反応率 

問題番号
 

解   答   類   型
 反応率 

（％） 
正答

 

５ (1) １  １ と解答しているもの 56.6  ◎ 
２  ２ と解答しているもの 20.3   
３  ３ と解答しているもの 14.3   
４  ４ と解答しているもの 8.6   
99  上記以外の解答 0.0   
０  無解答 0.3   
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２．分析結果と課題 

○ 正答率は 56.6％である。情報を正確に読み取ることに課題がある。 

 

○ 解答類型２に該当する生徒は、The number of tourists from Minami City to other countries didn’t 
go up.という情報を正確に読み取ることができていない。主語が長い英文の文構造を捉えな

がら読むことに課題があることが考えられる。 

 

○ 解答類型３に該当する生徒は、Over 2,000 tourists came to Minami City in 2015.という情報を

正確に読み取ることができていない。人数と年代といったグラフに関連する情報を正確に読

み取ることに課題があることが考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 

意味のまとまりを捉えながら、情報を正確に読み取ることができるようにする 

短い文章から情報を正確に読み取るには、既習の語や文法事項等の知識を活用して、文構造

を適切に捉え、書かれている情報を読み取っていくことが重要である。 

指導に当たっては、英文を読む際に、主語や動詞などの意味のまとまりを捉えながら読み進

めることが大切である。また、絵や写真、グラフなどを説明する英文を正確に読み取るために

は、I または you 以外の主語や無生物が主語になる英文を使って事実を伝える活動を行うこと

も大切である。 

 

 

 設問（２） 
趣旨 

「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言語の働きを理解し、事実と考

えを区別して読むことができるかどうかをみる。 

 

■学習指導要領における領域・内容 

読むこと 

内容（1）英語の特徴やきまりに関する事項 

   イ 符号 

   ウ 語、連語及び慣用表現 

   エ 文、文構造及び文法事項 

（3）言語活動及び言語の働きに関する事項 

② 言語の働きに関する事項 

            イ 言語の働きの例 

（ｳ）事実・情報を伝える 

             （ｴ）考えや意図を伝える 
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１．解答類型と反応率 

問題番号
 

解   答   類   型
 反応率 

（％） 
正答

 

５ (2) １  １ と解答しているもの 3.8   
２  ２ と解答しているもの 13.8   
３  ３ と解答しているもの 17.2   
４  ４ と解答しているもの 65.0  ◎ 
99  上記以外の解答 0.0   
０  無解答 0.3   

 
２．分析結果と課題 

○ 正答率は 65.0％である。「事実・情報を伝える」と「考えや意図を伝える」という言語の

働きを理解し、事実と考えを区別して読むことはおおむねできている。他の解答類型に比べ

て解答類型１の反応率が低いことから、ほとんどの生徒が「There＋be 動詞＋～.」の文構造

を用いた文が事実・情報を伝える英文であるということは理解できていると考えられる。 

 

○ 解答類型２、３に該当する生徒は、I や We を主語にした経験や事実を表す英文と、考えを

表す英文とを区別することができていないと考えられる。I や We といった主語だけに着目

して考えが書かれていると捉えてしまい、書かれている内容や考えを伝える助動詞 should に

着目することができていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 

事実と考えを区別しながら、情報を正確に読み取ることができるようにする 

情報を正確に読み取るためには、単に語彙の意味や文法事項の形式が分かったり、英語を日

本語に訳すことができたりするだけではなく、書かれている英文に含まれている情報を、事実

や考え、気持ちなどに区別しながら読み進める技能を身に付けることが重要である。 

指導に当たっては、以下のような学習活動に取り組むことが考えられる。 

・ 英文を読んでいるときに、Does this sentence show a fact or an idea?と質問し、その文が

事実を述べているか考えを述べているかを確認したり、Why do you think so?と質問し判断

した根拠を考えさせたりするなど、言語の働きへの意識を高める活動 

・ 思考の整理を促すワークシートなどを用いて、事実や考えなどを区別して読んだり書い

たりする活動 

・ 小学校国語科第５学年及び第６学年において事実と感想、意見との区別を扱っているこ

とを踏まえ、国語科の指導と関連付けて、英語における事実や考えなどを類推する活動 

学習活動を行うに当たっては、言語の働きを理解するとともに、英文を読む際に、使用され

ている語彙や慣用表現、文法事項などを手掛かりに、事実を述べているか、考えを述べている

かを確認することが大切である。 

こうした読むことの「技能」は、必要な情報を読み取ったり、概要や要点を捉えたりする読

み方につながっていくため、言語活動を行う際に、適宜指導することが必要である。 
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